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要旨: これまでにない大規模火災後のクロトウヒ更新パターンを予測するために、合州国アラスカ内陸

部で 2004 年夏季に火災が発生したポーカーフラットに 2005 年春に 16 個の 10 m × 10 m の調査区を設

置した。調査区内に96個の1 m × 1 m方形区を設け、現在までまで追跡調査を行っている。火災強度と

更新の関係を検出するため、火災前は地表面がほとんどミズゴケに覆われていたが、火災後にパッチ状

に残り、様々な強さの火災強度を得られる地域を選んだ。各調査区に設けた 6個の 1 m × 1 m方形区で、

各植物被度の記録と木本実生全てのマーキングと追跡を行った。栄養繁殖により回復した低木類とスゲ

類は、非ミズゴケ焼失面で優占したが、ヤナギランはミズゴケ消失面で旺盛に見られた。コケ類では、生

存していたミズゴケが非消失面で優占するが、2005 年から 2006 年にかけて被度は変化しなかった。一

方、ヤノウエノアカゴケが消失面で被度を増加させていた。よって、消失面と非消失面では群集構造は

大きく異なっていた。さらに、実生発生に関するセーフサイトは木本樹種により大きく異なった。すなわち、

クロトウヒはミズゴケマット上により多く、アラスカカミカンバとアメリカヤマナラシは消失面のみで発芽して

いた。クロトウヒの生存は、焼失面と非焼失面で差はないが、その一方で成長は非焼失面のミズゴケマッ

ト上の方が遅かった。落葉広葉樹は、クロトウヒより成長が早かった。クロトウヒの回復は、現状では望まし

くない状況であり、ミズゴケの再定着がクロトウヒ林の更新を促進するには鍵となる。更新パターンとそれ

に関連する環境要因に関する調査を 2007 年は、継続する予定である。 
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はじめに 

  様々な間隔、強度、規模で発生する火災は、地上

部および地下部の環境、即ち、光と土壌栄養、を改

変するため、自然火災が頻繁する地域の植物群集

の構造と機能を操作している(Johnson 1992; Keane 
et al. 2004)。現在、アラスカやシベリアなどのタイガ

では、自然火災は、落雷により頻繁に発生している

(van Cleve et al. 1986; Engelmark 1999)。 
  クロトウヒは、北向き斜面により多く分布する湿性

かつ貧栄養な生息地に適応している(van Cleve et al. 
1986)。森林更新初期段階は、その遷移パターンと

動態を決める上で特に重要である。アラスカでは、こ

れまでの火災は、いわゆる「林冠火災」と呼ばれる、

地表面が不完全に燃焼されるものである(Bonan & 
Shugart 1989)。クロトウヒは、亜火災依存の林冠貯蔵

型種子散布種で、非火災期間よりも林冠火災直後

に種子をより多く散布する(Bonan & Shugart 1989)。
不連続凍土帯において、北斜面には永久凍土があ

り南斜面ではそれが欠如することが多く、北斜面と南

斜面では火災後の遷移のシナリオが異なる (van 
Cleve et al. 1986)。土壌特性もまた、内陸アラスカで

は北斜面と南斜面で異なる(Ping et al. 2005)。一般

に、クロトウヒ林は、北斜面でより多く発達し、一方、

シロトウヒの混交林は南斜面に発達する。 
  地球温暖化により、火災の頻度、強度、規模は大

きく変化すると考えられ(Dale et al. 2001; Hinzman et 
al. 2005)、火災はより強いものとなると予測する者も

ある。さらに、火災頻度は、大気湿度の季節変動に

も関連する(Lynch et al. 2004)。同様に、永久凍土融

解は、前世紀にすでに冷温帯泥炭地においては加

速されている(Camill 2005)。それゆえ、内陸アラスカ

における北斜面のクロトウヒ林の更新に対する大規

模火災の影響に着目した。本レポートでは、更新パ

ターンを予測するのに必要な、木本植物と植生の変

動に焦点をあてた。主な目的は、1) 火災を受けた

地表面と、そうではない地表面間の植物群集回復パ

ターンの違いを検出すること、2) 不連続凍土帯にお
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ける自然火災後の更新動態を特徴づける、そして 3) 
その更新パターンの一般化である。 
  本中間報告は、大規模火災後の森林群集動態に

関する包含的研究の中に位置づけられている(代表, 
福田正巳, 北大低温研)。2005 年調査の総括は、以

前に報告した(Tsuyuzaki & Narita 2005)。ここではま

ず、2005 年の結果を次章で簡単にまとめる。ついで、

全調査が継続段階ではあるが、2005 年と 2006 年の

調査で得られた知見について報告する。 
 
調査地と方法 

調査地 

  合州国内陸アラスカ、フェアバンクス近郊に位置

するポーカーフラットを、その火災面積と強度、北向

き斜面であること、アクセスの利便性と便宜性から、

調査地として選んだ。1971 年から 2000 年における

気象は、降水量が 297.4 mm、最高月平均気温が 6
月の 23.0oC、最低月平均気温が 1 月の-25.0oC であ

る(ACRC, 2007)。調査地は 2004 年に火災が記録さ

れた。年輪解析をもとに、クロトウヒの樹高と樹齢の

関係は正の直線的な相関が示された(Tsuyuzaki & 
Narita 2005)。 
  この地域には、3 型の上部タイガ林(クロトウヒ林、

シロトウヒ林、カンバ -ドロノキ林 )が成立している

(Kielland et al. 1998)。これらの森林型のうち、クロト

ウヒ林は、貧栄養な生息地におけるクロトウヒの超優

占によって特徴づけられる(Bonan & Shugart 1989)。
ポーカーフラットの植生は、不連続凍土帯と連続凍

土帯の境界以北の北部アラスカ冷温帯林内に位置

するクロトウヒ林の典型的なものの範疇にある。 
 
野外調査 

  ポーカーフラットの一斜面において、16 個の 10 m 
× 10 m の調査区を 2005 年春季に設置した。地表

面の火災面積は、各調査区において目視で評価し

た。各々の調査区内で、樹高1.3 m以上の木本個体

について樹高と胸高直径(DBH, 地表より高さ 1.3 m)
を測定した。DBH は、巻尺あるいはノギスで測定し

た。火災前の森林構造を再構築するため、生存木・

死亡木の全てを測定した。樹高 1.3 m 以上の倒木も

測定に含めた。材積は DBH と樹高をもとに、幹が円

錐形であることを仮定して計算した。 
  各々の調査区で、6 個の 1 m × 1 m 方形区をラン

ダムに設定した。毎回のセンサスで、各方形区内の

植被面積を測定した。ついで、各方形区において、

各種の被度を、焼失面・非焼失面別に記録した。こ

れらの証拠標本は、北海道大学総合博物館(SAP)
に保管予定である。2005 年夏季に各々の方形区で、

地表面からの高さ 1.3 m の位置で魚眼レンズを用い

て写真を撮り、その写真をもとに Gap Light Analyzer 
ver. 2.0 を用い開空度を測定した(Frazer et al. 1999)。
アルベドは、各方形区において地表面から高さ 1 m
のところで波長 0.3 μm and 3 μm の範囲で放射計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1.  3 つの火災強度域における種子トラップにより得

られた種子数、および室内発芽実験による発芽種子数。

青色が春における結果を、紫色が夏における結果を示

す。トラップあたり平均種子数を標準誤差とともに示す。

H = 激害区, M = 中害区, L = 微害区。クロトウヒにつ

いては、火災強度間と季節(春・夏)間に種子散布数に

有意な差はなかった(ANOVA および Tukey 検定)。発

芽種子数は、季節間で有意に差があるが、火災強度

間に差はない。アラスカカミカンバについては、種

子数は季節間に差がある。 
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(MR-22, Eko Instruments, Co. Ltd., Tokyo)を用いて

測定した。各点において 2 度測定し、その平均を用

いた。ダフ(コケ-有機物層)の厚さは、アルミ製棹を用

いて測定した。 
  各調査区において、それぞれ 2 個の種子トラップ

を 2005 年夏に設置した。なお、種子トラップのデザ

インは、T. Chapin の研究室で使用されているものを

用いた。2006 年には、5 月初旬および 7 月下旬に種

子を種子トラップから回収した。ついで、採取された

種子はインキュベータ中で発芽実験に供した。種子

発芽条件は、温度を 15oC/25oC(12時間/12時間)とし、

春季の実験では不連続光(12 時間/12 時間)下で、

夏季は連続光下で行った。 
  いずれの方形区においても当年生実生が観察さ

れた時点で、各々の実生を番号つきの旗により識別

し、その高さと林冠面積および定着位置を記録した。

野外では、林冠の長径と短径を測定し、それをもと

に楕円近似により林冠面積を求めた。 
  今後の研究の都合上、火災により受けた被害強

度を、地表面焼失度と樹木生存率をもとに、微害区

(L)、中害区(M)、激害区(H)の 3 段階に分けた。微

害区は、残存する高いミズゴケ被度と樹木の高い生

存率で区分される。中害区は、微害区と激害区の中

間に位置しており、ほとんどの樹木が死亡しているが、

生存していた植被が幾分とも地表面に残存している。

方形区間の焼失面積の平均偏差は、特に中害区内

の調査区で大きく多様である。激害区は、火災により

完全に焼失したものをさす。すなわち、全ての高木

が火災により死亡し、地表面の 80%以上が焼失した

区である。これらの観察をもとに、調査区を L、M、H
に 4 個, 6 個, 6 個ずつ振り分けられた。 
 
統計解析 

  直線回帰は、被説明変数に樹高を、説明変数に

DBH を入れた解析等で用いた。クロトウヒの樹高と

林冠面積の焼失面と非焼失面での差、および、クロ

トウヒと落葉広葉樹の樹高と林冠面積の差は、分散

分析(ANOVA)により比較した(Zar 1999)。種子トラッ

プで得られた種子数と発芽種子数は、L、M、H 間お

よび春季と夏季間で ANOVA および Turkey 検定に

より比較した。 
  アルベドの決定要因は、変数減少法を用いた重

回帰分析で推定した。最初の段階で、入射量、開空

度、焼失面積、植被面積という全ての環境要因を投

入した。 
 
2005 年調査総括および補遺 

2004 年およびそれ以前の火災 

  各調査区で、樹高 1.3 m 以上のクロトウヒは 5-54
本定着しており、最大樹高は 13.0 m であった。出現

頻度の低い他の 3 種は、ハンノキ類の 1 種(Alnus 
crispa)、アラスカカミカンバおよびヤナギ類であった。

火災以前は 16 調査区中では、97%の高木がクロトウ

ヒで構成されていたものと思われた。2004 年火災に

より、クロトウヒの 87%が焼失死亡し、立木材積は

78%減少した。非焼失面は、ミズゴケによりほとんど

覆われていた。火災後に、焼失を免れた植物の地

表面における被度は 0%から 100%までの範囲にあり、

林床は様々なスケールでパッチ状に焼失しているこ

とが示されており、調査地は本研究の目的に適して

いるといえる。 
  採取した年輪コアでは、最大樹齢は 174 年を示し

た。樹高(x, 説明変数)と樹齢(y, 被説明変数)間の

関係は、直線回帰(y = +0.05x + 0.05, r2 = 0.78, P < 
0.01)でよく説明された。直径成長は、数個体で 2004
年火災から 40-60 年前(とおそらく 130-140 年前)にピ

ークを有し、火災のような劇的な事象が現在より 60
年程度前に発生していたことが示唆された。これら

のことから、2004 年以前の森林更新は、一斉更新で

はなく、おそらく林冠火災であり、樹木のすべてが焼

失したものではないと推定された。 
 
環境と火災強度 

表 1.  焼失面および非焼失面上に、2005 年と 2006 年

に発生した実生数。密度(/m2)は括弧内に示した。  
  生息地  
 年 焼失面 非焼失面

クロトウヒ 2005 364 (11.2) 95 (1.5) 
 2006 200 (6.2) 63 (1.0) 
アラスカカミカンバ 2005 - 20 (0.3) 
 2006 2 (0.0) 17 (0.3) 
アメリカヤマナラシ 2005 - 93 (1.5) 
 2006 - 169 (2.7)
ヤナギ類 2005 - 4 (0.1) 
 2006 - 34 (0.5) 
未同定 2005 - - 
 2006 - 11 (0.2) 
総計 2005 364 (11.2) 212 (3.3)
 2006 202 (6.2) 294 (4.6)
*: 焼失面は、2005 年の調査時点でのものをもとに決

定した。2005年報告時の値は、2006 年調査により修正

されている。 



  調査区は、標高244 mから437 mの範囲に設定し

た。全プロット斜面方位は、北から西に向かって

7.0o-43.5o の範囲であった。斜面傾斜は、4.8o to 
19.0oの範囲であった。 
  ダフ層の圧さは、3 cm から 73 cm で、焼失面積と

負の相関があった。アルベドは、春季は 0.7%から

19.6%、夏季は 3.9%から 23.7%の範囲を示した。重

回帰による、最適式は以下の通りであった。 

ysp = +0.065xsp + 2.542 (r2 = 0.762, n = 80) 
ysu = +0.066xsu – 0.119xco + 17.252 (r2 =0.757, n = 80), 

  ここで、yspと ysuは 春季と夏季に各々の方形区で

計測されたアルベド値、xsp と xsu は春季と夏季にお

ける各方形区の総植被面積である。xco は開空度で

ある。r2 は調整済み相関係数である。用いたその他

の変数は、いずれの式でも採択されなかった。これ

らの結果は、アルベドはおおむね総植被面積のみ

によって規定され、アルベドは植生が太陽放射を十

分反射できる植被の高さとなるまで火災前の状態に

は戻らないことを意味している。 
  凍土層は、焼失域では検出されなかったが、おそ

らく非焼失域では発達している(Sawada, et al. 2007)。
80 方形区におる開空度は、57%から 95%の範囲に

あった。2004 年火災で焼失せず樹高が調査区内の

ものと比較できる大きさの森林では、開空度は 54%
以下であった。L 調査区においてでさえ、林床の植

被は、火災により 40%まで減少しているところがあっ

た。これらの結果は、調査域は、微害区においてで

さえ、幾分は火災被害を受けていることを考慮する

必要があることを示している。 
 
2005 年-2006 年調査結果 

木本樹種種子移入 

  種子トラップは、総計で、春季に 838種子、夏季に

335 種子を捕獲していた。これらのうち、春季と夏季、

各々で 318 種子および 253 種子がクロトウヒであった。

その他の種は、アラスカカミカンバ、アラスカタデ、カ

ナダノガリヤス、ヤナギラン等であった。 
  最後の火災から 2年を経過したにも関わらず、クロ

トウヒは、5-10種子を供給していた(図 1)。春季には、

アラスカカミカンバの種子を頻繁に捕獲したが、夏季

にはその散布種子密度は減少していた。クロトウヒの

発芽率は、春季に 25.6%、夏季に 14.6%であったが、

アラスカカミカンバはほとんど発芽しなかった。ヤナ

ギ類の当年生実生は、野外で記録されたが、おそら

く種子トラップの構造が軽い冠毛をつけたヤナギ種

子に不適なため、ヤナギ類の種子は 1 粒だけしか捕

獲されなかった。種子トラップと実生発生の結果を組

み合わせると、長距離風散布種子を生産する樹種

は、火災直後から着実に種子の移入が可能であると

いえる。特に、クロトウヒは激害区においても種子移

入しており、種子制限が更新を抑制しているようには

思えない。興味あることに、種子発芽率は、H で高く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2.  焼失面(茶色)および非焼失面(黄色)における

4 種の木本植物の生存率。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3.  2005 年夏から 2006 年夏まで生存していた木本

植物実生の成長。茶色と黄色は、それぞれ、焼失面、

非焼失面を表す。クロトウヒの樹高と林冠面積は、焼失

面と非焼失面で 1%レベルで有意に異なった(ANOVA)。
クロトウヒと落葉広葉樹種(カンバ、ヤマナラシ、ヤナギ)
の林冠と樹高は有意に異なった。 
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M から H に向かって減少した。 
 
実生の発生・生存・成長 

  2005 年 2006 年の各々で、576 個体および 496 個

体の実生が印をつけられた(表 1)。クロトウヒは、2 年

間を通じて最もありふれた樹木実生で、その 3/4 が

非焼失面上で発生していた。密度は非焼失面で有

意に高かった。 
  逆に、落葉広葉樹種、すなわち、アメリカヤマナラ

シ、アラスカカミカンバ、については、2005 年には全

ての実生が焼失面上に発生しており、また、2006 年

にもほとんど全ての実生が非焼失面上であった。し

かしながら、16 個の 10 m × 10 m 調査区から胸高直

径以上を有するアラスカカミカンバは、わずか 1 個体

だけが記録され、アメリカヤマナラシは胸高直径以

上の個体は記録されなかった。これは、さらに落葉

広葉樹のほどんどの種子は、外部から移入している

ことを意味している。 
  クロトウヒに関して、実生生存は、平均して焼失面

で 80%、非焼失面で 68%で(図 2)、焼失面、非焼失

面で生存率に大きな差はなかった。落葉広葉樹の

実生は、2005 年には非焼失面にはなかったので、

非焼失面の生存率の種間差は比較できない。焼失

面では、落葉広葉樹種の生存率は、50-90%であっ

た。特に、もっとも優占するアラスカカミカンバは 90%
が生存していた。 
  樹高および林冠面積で評価された樹木成長量は、

クロトウヒよりも 3 種の落葉広葉樹の方が有意に高か

った(図 3)。クロトウヒに関しては、幹成長は、非焼失

面の方が焼失面より遅い。さらに、幹成長は、焼失

面ではクロトウヒの方が他の樹木よりも遅い。これらは、

もし地表面が完璧に焼失すれば落葉広葉樹の定着

は促進されることを示している。 
 
草本層における植物群集 

  2005 年と 2006 年の 2 年間を通じて、42 の植物分

類群が 96 方形区から記録された。これらのうち、30
分類群が維管束植物であり、4 種が高木種、12 種が

低木種、11 種が草本種、2 種が羊歯類(フサスギナと

スギカズラ)であった。 
  木本種については、被度の年次変化は、実生密

度の変化と同調していた(表 2)。すなわち、アラスカ

カミカンバとアメリカヤマナラシという落葉広葉樹は、

焼失面で、そしてクロトウヒは焼失面・非焼失面の両

方で被度を増大させていた。クロトウヒの高い被度は、

2004 年火災を免れた幼木によるものである。 

  2005年から 2006年にかけ、焼失非焼失の両生息

地で優占する低木は被度を増加させていた。野外

観察および測定から、イソツツジやコケモモなど、ほ

とんどの低木は、焼失面であっても残存種(栄養繁

殖)による回復であることが確認された。方形区中で

低木種の実生はまったくといっていいほど見られな

かったので、栄養繁殖は低木の更新にとってもっと

も重要なものといえる。 
  草本植物は、高木種および低木種よりも被度の年

変動が小さく、焼失面で被度を増加させていた。特

に、ヤナギランとカナダノガリヤスは、焼失面で被度

の顕著な増加が見られた。 
  コケ類および地衣類もまた、よく定着していた。予

期された通り、ミズゴケは非焼失面で卓越しており、

その一方でヤノウエノアカゴケが焼失面で大きく被

度を増加させていた。 
 
議論 

種子移入と実生定着 

  ポーカーフラットにおける樹木更新に関し、種子

移入が火災により阻害されているようには思われな

い。本調査で記録されたクロトウヒと全落葉広葉樹種

は、通常、膨大な長距離風散布種子を生産する。そ

の上、クロトウヒは、球果の(亜)林冠種子貯蔵により

数年間は発芽能のある種子を供給できる(Bonan & 
Shugart 1989)。火災強度の異なる区から得た種子の

異なる発芽率は、内部(林冠種子貯蔵による)と外部

からの種子移入率の違いを反映しているのかもしれ

ない。 
  ダフ層を除去するに至る強度の大きな森林火災

は、調査された 2 年間では、落葉広葉樹の移入を促

進していた。ユーコンとブリティッシュ・コロンビアの

間の地域では、クロトウヒの実生加入は、火災後の最

初の 5 年間でもっとも高いが、10 年以上経過すると

さらなる加入は観察されない(Johnstone et al. 2004)。
林冠種子貯蔵された球果からの種子移入は、時間

の経過につれ減少せねばならず、長距離種子散布

による移入は、落葉広葉樹では継続できる。それゆ

え、樹木更新パターンは、特にクロトウヒにおいて火

災後の数年間で決定されるだろう。さらに、実生生

存量はクロトウヒと落葉広葉樹の間で相違はなく、成

長率はクロトウヒよりも落葉広葉樹の方が極めて高い。

これらの知見は、強度火災は針広混交林に向かっ

てクロトウヒ林の遷移系列を変化させるという予測を

支持している(Johnstone & Kasichke 2005)。 
 



環境変化 

  コケ類に覆われた地表面マットは、火災後も残っ

ていれば、土壌温度は低く保たれる。しかし、完全な

コケマットの焼失は、土壌温度の上昇と、永久凍土

の融解を促進する(Yoshikawa et al. 2002)。実際に、

ポーカーフラットの激害区からも凍土は検出されな

かった(Sawada et al. 2007)。アルベドは、火災により

変化させられ、ポーカーフラットでは総植物被度に

規定されていた。オーストラリアのクイーンズランドで

の MOSDIS による人工衛星観察では、可視光部に

おけるアルベドの火災前後の変化は、草原とサバン

ナなどの生態系間で異なった(Jin & Roy 2005)。そ
れゆえ、アルベドについては、特に林冠よりもむしろ

林床における火災強度に対して注意を払わねばな

らない。アルベドの変化は、さらに地表面の温度と放

射の変化を導く。クロトウヒ林を例にすれば、開空度

の増加とアルベドの低下にともない、表面温度は火

災後に上昇する(Chambers et al. 2005)。直射、アル

ベド、積雪期間などの、これらの環境要因は、植物

群集に対して相互作用している(Liu et al. 2005)。こ
れらの環境要因と環境要因変化の主要因との間の

関係を明確にする必要がある。 

 
更新パターンの予測 

  バイオマスの年平均増加量は、カナダのマニトバ

におけるクロトウヒ林の火災後の時間軸上では乾い

たサイトの方が湿ったサイトより高いが、コケ類・林

床・低木層の炭素プールは、乾いたサイトでより低い

(Wang et al. 2003)。クロトウヒ林は、地表面を地上部

バイオマスの 80-90%を占めるとされるミズゴケに代

表されるコケ類でほとんどを覆われている(Bonan & 
Shugart 1989)。特に内陸アラスカ北向き斜面におけ

る森林火災は、通常は、林冠火災として発生し、コケ

類のマットはパッチ状に除去される (Bonan & 
Shugart 1989)。永久凍土を欠如する地域で、表面土

壌は、地下浸透が制限されないため乾燥する

(Hinzman et al. 2005)。これらは、地表面植被の消失

と回復のパターンが、火災後の樹木実生の発生と成

長の運命を予測する上で必要不可欠であることを示

唆している。 
  ポーカーフラットでは、火災による地表面植被の

除去が、木本植物の侵入パターンを規定していると

いえる。数種の低木および草本の回復もまた、ミズゴ

ケマットの有無により決定されている。林冠開空度は、

林床の草本植物の分布様式と生産力に影響してい

る(Reich et al. 2001; Whigham 2004)。しかし、火災

後の初期高木層種構成は、カナダ東部の針葉樹林

の低木層と林床の植物の構成にほとんど影響してい

ないが、火災強度が低木層と林床の種の時間的変

化に大きな影響をおよぼしていた(Lecomte et al. 
2005)。これらは、大規模火災後の森林更新は、これ

まで発生していた通常の火災後のものとは異なる可

能性を示している。 
  2005 年から 2006 年にかけての植生パターンの変

化をもとに、クロトウヒの更新は、もしミズゴケ層が完

全に消失すれば不可能であると結論した。クロトウヒ

に変わり、通常、南向き斜面の遷移中期に発生する

落葉広葉樹の移入と定着がより早いものと思われる。

内陸アラスカ北向き斜面における、キーストーン種は

ミズゴケ類だといえる。 
 
将来計画(2007 年度) 

  森林発達の決定要因を明らかとするために、2007
年以降に以下の 5 つの課題について追跡調査する

計画を立てている。1) 調査区内および方形区内に

おける植物群集構造の変化の追跡、2) ミズゴケ植

被の効果に関連した実生の生存と成長に対するセ

ーフサイトの特定、3) 種子移入と実生定着の対応

表 2.  各生活型(高木・低木・草本・コケ類)の代表 3 種

における、焼失面・非焼失面での被度(/m2)の 2005 年

夏から 2006 年夏にかけての年次変動。各々の生活型

について、出現頻度の高い上位 3 種を占めす。+: 
0.1%未満。-: 出現個体なし 

種 生息地   
 非焼失面  焼失面 

 2005 2006  2005 2006
高木      
クロトウヒ 1.6 1.6  0.1 0.1 
アラスカカミカンバ - +  + 0.8 
アメリカヤマナラシ - +  + 0.3 
低木      
イソツツジ 8.6 11.6  1.9 2.6 
コケモモ 3.9 5.4  0.3 0.5 
クロマメノキ 3.9 4.6  1.4 1.8 
草本      
オハグロスゲ 4.0 4.1  0.7 0.9 
カナダノガリヤス 1.1 1.2  1.8 3.8 
ヤナギラン + +  2.8 4.7 
コケ      
ミズゴケ類 79.7 79.1  0.6 1.1 
コスギゴケ 2.7 2.5  0.7 0.9 
ヤノウエノアカゴケ + +  2.5 7.3 
*: ミズゴケ類は数種を含んでいる。 



関係の特定、4) 林冠開空度の時間的変化の測定、

5) 主にミズゴケ類に起源すると思われる植被の純

一時生産量の推定。なお、必要に応じ、その他の測

定を追加する。これらの成果が、火災後の冷温帯林

のみにどとまらず、小規模から大規模な時空間構造

の変化にともなう植物群集-気候間の相互作用を明

らかにできることを期待している。 
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